
人口減少や人材不足の中で、地方はもう「住民だけ」では支えきれません。いま、観光客・二
拠点居住者・ワーケーション・地域おこし協力隊など、移動しながら地域に関わる人たちが、新
しい担い手として台頭しています。こうした“新しいよそ者”と住民が共に動くとき、地域には小
さな共同性が生まれ、やがて公共性へと育っていきます。

本セミナーでは、昭和女子大学国際学部国際日本学科・教授の田原 洋樹 氏をお招きし、長期滞
在やローカル志向の若者などの事例を交えながら、外部人材と地域が気持ちよく共創するコツ、
そして地方創生2.0の実践ポイントを、わかりやすくお伝えします。

移動する共同性がひらく地域の未来
― よそ者 × 住民が共創する新しい地方創生 ―

【主催・問合先】釧路公立大学地域経済研究センター
釧路公立大学 地域分析研究委員会

〒085-8585 北海道釧路市芦野4丁目1番1号 E-mail: r-center@kushiro-pu.ac.jp
TEL : 0154-37-5325 FAX : 0154-37-5376

令和８年2月12日(木) 15時30分～17時00分

釧路公立大学 1階 第1会議室（釧路市芦野4丁目1番1号）

田原 洋樹 氏
(昭和女子大学 国際学部国際日本学科 教授)

博士（知識科学）。昭和女子大学国際学部国際日本学科・教授、専
門は地方創生・観光まちづくり。JTB、リクルートMSでの人材育
成・地域支援を経て大学教員となる。地域と外部人材の共創プロセ
スを探究し、「移動する共同性」という新しい視点を提示。著書に
『移動する共同性 ― 地方創生のカギを握る新たな主体たち』（千
倉書房）ほか。

日時

会場

講師

令和８年２月９日（月）までに、右QRコードの申込フォームよりお申込
みいただくか、別紙申込書をご記入のうえＥメールでお送りください。
（申込書は地域経済研究センターのHPからダウンロードできます。）

※延期や中止、開催形態に変更が生じた場合は別途ご連絡します。

申込

令和７年度第２回
釧路公立大学地域経済セミナー
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